
平成21年11月6日
兼 松 株 式 会 社

平成２２年３月期　第２四半期　連結決算ハイライト
（単位：億円）

前年同期比で減収減益となったが、営業利益・経常利益・当期純利益は期初見通しを上回る 増減 増減率

売    上    高　 億円 の減収 　総資産 4,149 4,027 △ 122  △3.0%

 営　業 　利　益　 億円 の減益 　グロス有利子負債 2,136  2,083 △ 53  △2.5%

 経　常 　利　益　 億円 の減益 　ネット有利子負債 1,346 1,195 △ 151  △11.2%

 当 期 純 利 益　 億円 の減益 　株主資本 510 527 17 3.4%

　 　（内、利益剰余金） △ 38 △ 20 17 -

（単位：億円） 　評価・換算差額等 △ 261 △ 255 5 -

　少数株主持分 171 176 5 3.2%

増減額 増減率 見通し 進捗率 　純資産合計 420 448 28 6.7%

売上高 6,371 4,207 △ 2,164  △34.0% 10,000 42.1% 　自己資本　(注1) 249 272 23 9.1%

売上総利益 477 374 △ 102  △21.5% - - 　自己資本比率 (注2) 6.0% 6.8% 0.8pt改善 －

　販売費・一般管理費 345 310 △ 34  △9.9% - - 　ネットDER　(注3) 5.4倍 4.4倍 1.0pt改善 －

営業利益 132 64 △ 68  △51.6% 155 41.3%
（注1）自己資本＝純資産－少数株主持分　　（注2）自己資本比率＝自己資本／総資産　　（注3）ネットDER＝ネット有利子負債／自己資本

　受取配当金 5 3 △ 2  △33.9% - -

　利息収支 △ 23 △ 19 4 - - -

　持分法損益 △ 4 △ 6 △ 1 - - -

　その他 △ 1 3 4 - - -

  営業外収支 △ 23 △ 18 5 - - -

経常利益 109 46 △ 63  △58.0% 115 39.8%

　特別利益 8 6 △ 2  △28.3% - -

　特別損失 △ 33 △ 7 25 - - -

税引前当期純利益 85 45 △ 40  △47.5% - -

　法人税等及び少数株主利益 △ 48 △ 27 21 - - -

当期純利益 37 17 △ 19  △52.6% 50 34.9%

（単位：億円）

H21/3期 H22/3期 前年同期比 H21/3期 H22/3期 前年同期比

第2四半期 第2四半期 増減額 第2四半期 第2四半期 増減額

　　Ｉ　　　　Ｔ 1,463 1,141 △ 322 41 26 △ 16

　食品・食糧 1,684 1,365 △ 319 29 16 △ 13

鉄　　鋼 815 432 △ 382 35 17 △ 17

プラント 509 276 △ 233 10 △ 5 △ 15

　鉄鋼・プラント 1,324 709 △ 615 44 12 △ 32

エネルギー 1,546 801 △ 744 13 3 △ 9

ライフサイエンス 168 111 △ 57 4 2 △ 2

　ライフサイエンス・エネルギー 1,714 913 △ 801 16 5 △ 11

　そ　の　他 186 80 △ 106 △ 2 3 5

　消去又は全社 - - - 4 2 △ 2

　合　　　計 6,371 4,207 △ 2,164 132 64 △ 68

部門別セグメント情報

損益の状況

売上高 営業利益

前年同期比
H21/3期
第2四半期

H22/3期
第2四半期

H22/3期　通期

当期実績の概要

【Ｉ　Ｔ】
モバイル事業が好調の一方、車載関連機構部品、半導体関連、ソ
リューション関連事業を中心に取扱高が減少し、全体で減収減益。

【食品・食糧】
食品事業は、低価格品販売や加工度を高めた水産取引で利益確保。
食糧事業は、飼料関連取引の単価下落により、全体で減収減益。

【鉄鋼・プラント】
国内鉄鋼、輸送機関連、工作機械事業は厳しい外部環境が継続し、全
体で減収減益。

【ライフサイエンス・エネルギー】
原油価格下落に伴う製品価格下落や需要減少の影響により、減収減
益。

【その他】
アルミリサイクル事業の縮小により減収となったが、同事業の採算改善
等により、黒字転換。

各部門の実績概要

平成２１年３月末比
概要

【総資産】
営業債権の減少を主因として、122億円減
少。

【有利子負債】
海外店における季節性資金の返済により、
グロス有利子負債は53億円減少。
ネット有利子負債は現預金の増加もあり、
151億円減少。

【純資産】
当期純利益の計上により、株主資本が増
加。
評価･換算差額等はやや改善。
その結果、自己資本比率は6.8%、
ネットＤＥＲは4.4倍に改善。

【売上高】
需要低迷に伴う取扱高の減少や商品価格の下落に
伴い、全部門で減収。

【売上総利益】
売上高の減少に伴い減益。

【営業利益】
販売費及び一般管理費が減少したものの、売上総
利益の減少に伴い減益。

【経常利益】
持分法損益が悪化したものの、有利子負債の削減
による利息収支の改善と為替損益の良化により、営
業外収支は良化。しかし、営業利益の大幅減益に
より、減益。

【当期純利益】
前年同期比で減益となったが、税金費用等の改善
もあり、期初見通しを上回る着地。

平成２１年３月末 平成２１年９月末
資産・負債及び
純資産の状況
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＊本資料に記載されている業績予想ならびに将来に関する記述は、当社が発表日現在入手可能な情報および合理的な仮定に基づいた推測を
　 前提としたものであり、実際の業績は様々な要因により本資料に記載されたものと大きく異なる可能性があることにご留意ください。
＊記載の数値は億円未満を四捨五入しておりますので、個別数値と合計数値が異なる場合があります。
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（参考：5月8日公表　第2四半期見通し）
売上高　　　 ：　　4,500億円
営業利益　　：　　55億円
経常利益　　：　　35億円
当期純利益 ：　　10億円
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